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平安時代末ごろから鎌倉、室町時代を通して、
全国的に造立された五輪塔は石川県内でも数多
く見られる。 五輪塔とは、平安末期に出現し、
鎌倉、室町時代を経て江戸時代に至るまで全国
的に造立された仏塔の一形式であり、今でも各
地で伝世品を見ることができる。
その造立目的は墳墓標識としてはもとより、
過去への追善、現在安穏、未来への逆修を念じ
ての供養塔としての意味合いも持っていたと考
えられている。
五輪塔に対する研究は、完
形塔や有紀年銘資料を主な対
象として行われてきた。しか
しながら、中世墓などの遺跡
から、元の塔形を保っておら
ず各部位ごとに出土する五輪
塔の数は多く、石川県内でも
。21 312遺跡で 例出土している
これらの大半は紀年銘のない
ものである。これらに関する
研究が今まで盛んに行われて
きたとは言い難い。
このように遺跡から出土し
ながらも、あまり注目される
ことなく、考古学的にうち捨
てられていた無紀銘の五輪塔
残欠を本稿では扱っていく。
銘のない遺物の年代を推定するのに有効な手
法として、細部の様式（空輪の形状、火輪の屋
根のそり具合等）を観察し、在銘の、絶対年代
を知ることのできる遺物と対応させて、その年
代を求める手法が挙げられる。これによって求
められた鎌倉時代の、あるいは室町時代の様式
といったものはこれまでの研究で確立されてい
る。
しかし、各部の様式の観察だけによって求め
られた年代は必ずしも正しいとはいえないと筆
者は考える。なぜなら、細部の手法を表現する
のに強い、おだやかといった主観的な表現が用
いられており、観察者によって差がみられる為
である。
そこで本稿では遺跡から出土した五輪塔を対
象にして、空風輪、火輪、水輪、地輪ごとにそ
の縦横の長さの割合を数値化し、そのデータを
基にして五輪塔の変遷を探ることを目的とする。
もちろん、先に挙げた、細部の観察によって求
められる各時代の様式といった研究成果を無視
するわけではなく、参考にしつつ、遺跡から共
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伴して出土する中世陶器の編年案と対応させる
などの方法も用いて、五輪塔の変遷を多角的に
検証しようと試みた。
竜山文化晩期における囲壁集落間の関係
－豫西・豫中地域を中心にして－
業天唯正
黄河中流域に位置する河南省では竜山文化晩
期( ～ )に年代づけられる囲壁集落が2500 1900BC
存在する。本論では ヵ所の囲壁集落(古城寨・3
王城崗・郝家台遺跡)とそれを取り巻く集落との
空間的関係と時期的変遷から、囲壁集落の築造
・消滅の背景、また囲壁を持たない集落間の関
係を考えた。
分析にあたり 『中国文物地図集河南分冊』に、
記載されている遺跡面積をもとに遺跡類型を 類4
型に設定した。そして 類型のうち上位 類型の4 2
主要・副次地域センターの理論的なサービス領
域をティーセン・ポリゴンによって求めた。求
められた領域を対象にして区画内の集落の仰韶
期から二里頭期までの時期的な変遷を追い、順
位－規模の法則を適用し空間分析を行った。
地域 グループにおける分析を通し、まず古5 5
城寨グループからはセンターの移動に代表され
る重層的なシステムの成り立ちが、また王城崗
グループでは竜山期から二里頭期にいたる土地
利用をめぐる競合を要因とした社会的再編成を
想定できた。郝家台グループにおける集落の規
則的配置から他地域との交流による経済的な発
達と競合が見出され、郝家台遺跡の経済的セン
ターとしての性格を確認できた。郭楼グループ
からは水系別に分析を進めた結果、統合の度合
いが低い状況が存在し、楊荘遺跡で二里頭期に
環濠が築かれるのは社会的な競合が理由である
ことが考えられた。また阿崗寺グループ周辺で
は副次地域センターから等しい地点に小規模な
集落が配置されていることが観察され、その要
因として阿崗寺遺跡への機能の集中、またそれ
らの集落の性格として市場的な機能としての側
面を指摘できた。
囲壁が使用される期間が短いことから集団間
・集団内での社会的緊張とその解消が竜山期に
想定できたが、囲壁集落の機能としては古城寨
遺跡にみられるような政治的な機能、王城崗遺
跡の防御的な機能、郝家台遺跡の経済的センタ
ーとしての機能があると考えられた。また豫西
・豫中地域の観察を通し様々な形態の集落の空
間分布や機能的関係が存在することが判明した。
その要因としては各地域における地理的条件の
差異があげられた。王城崗グループではその閉
